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課外活動団体 ドンキホーテの活動 

４月24日（水） ボランティアサークル説明会 
 ボランティアサークル説明会を９号館地下アクティブコモンズにて開催しました。 
 今回はボランティア系の10団体が各団体の紹介を参加者全員にむけて行い、その後、ブースに分かれて個別
に詳しい説明をしました。新入生・在校生を含め55名の方にご参加いただき、じっくりと自分にあった団体を探し
ていただくことができたと思います。また、「上智にはこのような活動をしている団体があるのか。」ということを知っても
らう機会にもなりました。この機会を逃した方は、大学HPに団体の説明パンフレットを掲載していますので、ぜひご
覧ください。 

 4月にはランドセルがまぶしい新一年生を沢山みかけたかと思います。小学生と交流を行なっている課外活動団体ド
ンキホーテを紹介します。2012年から千代田区立番町小学校の週末の校庭開放の運営をお手伝いしています。
（その他、ドンキホーテは児童養護施設、母子生活支援施設における学習支援、高井戸児童館での子どもたちと
の交流なども行なっています） 
 4月には、折り紙で桜の花を作って木を絵で描いて貼ってみよう！という工作をしました。子供達が育つ環境に入るこ
とで、地域を知るきっかけを大学生もいただいています。今年度も番町小のみなさん、どうぞよろしくお願いいたします。 

麹町消防少年団ボランティア 

 課外活動団体僕らの夏休みProjectは、夏休み等の長期休暇中に岩手県の小学校や学童保育で子どもたちと
交流をおこなっています。長期休暇以外でも東京で子どもに関わる活動を行いたいと考えていた際に、東京都消防
庁麹町消防署より依頼を受け、2018年夏より、麹町消防少年団の準指導者としてボランティアを開始しました。
キャンパスのある千代田区でのボランティアとして貴重な体験をさせていただいた学生の報告をお伝えします。 

https://www.sophia.ac.jp/jpn/studentlife/svb/itd24t0000002di7.html 

5月15日（水）Talk～面白い悩みがあふれてる～ 
 ボランティアサークルの運営についての悩みなどを横のつながりで共有し、解決につなげようというイベントを開催し
ました。学生センター長 川西先生にもご協力いただき、ボランティアぷらっとほーむの進行で、ボランティアサークル4
団体からの参加者と２グループに分かれて話しました。アイスブレイク、話合う項目の選択等、課題の原因究明か
ら解決に導くまでの進行を入念に準備し初めての試みに挑みました。 
 会を終えて、「団体の中で内向きに課題を検討するより、このように横のつながりで様々な意見を聞きヒントを得
ることは非常に大切だ」という感想がありました。 

ボランティアぷらっとほーむは、今回のようにボランティアサークルにとっては、サークルのマ
ネージャーのような存在として横のつながりも促進していきたいと考えています。 
メンバー絶賛募集中です。興味のある方は 
Eメール  volunteer.platform.sophia@gmail.com  
Twitter ＠sophia_Vopla  までご連絡ください。 
 

 ボランティア・ビューローと協働で活動する学生の有志団体、 「上智大学ボランティアぷらっとほーむ」が4月・5月
に開催した2つのイベントについてご紹介します。 

動報告と感想 

 １ヶ月に１度子どもたちと会う機会があることは、私たちの活動に
とってとても大きなことです。子どもたちが自分のことを覚えてくれるの
は本当に嬉しいことです。また、指導者の方との関わりもこの活動
に参加してよかったことの１つです。消防署の職員の方や父兄の
方はもちろん、様々な立場の社会人との関わりは学生にとってはよ
くあるようで実はあまりないと感じています。 
 消防少年団の活動の１つに結索の訓練があり、実際の救助で
命綱やはしごがわりに用いられている結び方を10種類ほど学びます。
8月に行われた納涼子ども会では、団員による結索と止血法の披
露がありました。私たち大学生は、団員のサポートや披露の際の指
示役などを行いました。本番では、炎天下の中、大きな声で、きび
きびと披露を行う団員の姿が印象的でした。真夏の活動であった
ため、子供達の体調面でのサポートが重要だと感じ、また、私達も
結索や止血法を学ぶことができ、貴重な経験をさせていただいてい
ると思いました。 
 11月の活動では、少年消防団の子どもたちとリレー形式でその
結び方の速さを競いました。（右の写真）１位を目指して、得意
な結び方でひとりひとりリレーに参加できるように工夫したり、掛け声
を掛け合ったりしている姿がとても印象的でした。楽しみながら色々
なことを学ぶことが出来る消防少年団の活動は、私たちも含め団
員のこれからに大いに役立つ貴重な経験だと思います。 
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 5月8日(火)より、春学期手話講座を開講して
います。指文字や基本的な日常会話などに加え、
今学期は上智大学の校歌を手話で覚えます。 
 
 6月4日(火)は公開講座で、 
聴覚障がいのある方を講師と 
してお迎えし、聴覚障がいに 
ついてや、手話に関わるお話 
を伺います。ぜひご参加ください！ 

日 時： 2019年6月19日（水）17:10～20:50 

場 所： L-921（図書館9階） 
 

申込フォーム： http://bit.ly/2wvwo7g     
 

申込締切： 6月6日（木）  
     ※定員（60名）になり次第終了 

 伐採作業をするにあたり、「自生している木の命をいただいて広場を作り、
桜を育てている」「842人の亡くなった人々を思い、同じ数の桜を植樹す
る」というお話を聞かせていただきました。震災を経験した人がいない時代
が来ても震災の記憶を風化させずに次の世代へと繋いでいくために活動
をされていることがとても印象に残っています。海や町を見渡せる場所で作
業をしたり、語り部ガイドで高野会館の内部を見学したりしたことで、「震
災」について、「命」について、慌ただしく過ごしている日常の中では深く考
えることが少なくなっていたことを、今回の活動を通して改めて考え直すこと
ができました。 

 3月20日〈水〉～21日(木)、宮城県南三陸町
にある「海の見える命の森」の第二桜広場にて、木
を伐採しそこに桜を植樹しました。また初日の夕方
には、民間震災機構である高野会館（津波が最
上階の4階まで押し寄せたが地元のお年寄りなど
330名が屋上に避難し 
全員救助された結婚式 
場）の内部を見学させ 
ていただきました。 

平成30年度 大学生の力を活用した集落復興支援事業 
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僕らの夏休みProject 東北植林プロジェクト参加 

 総合人間科学部社会学科3年の5名の学生が昨年度、福島県が主催する「平成30年度大学生の力を活用し
た集落復興支援事業」に参加しました。 
 この事業の目的は過疎・中山間地域の集落を中心に高齢化や若者の流出により、地域活動の担い手不足が深
刻化している福島県で、全国各地の大学生グループが特色のある活動を通して、地域の魅力発見や地域資源の
活用方法を模索し、集落の活性化に向けた住民主体の取り組みを促進することです。 
  
 代表の総合人間科学部社会学科3年曽我毬衣さんを中心に、社会学科植田今日子先生にもご協力いただき、
2018年度は度々、福島県川内村に足を運び活動をしました。村に住む方々の人柄に心惹かれ、自然豊かな風
土に魅力を感じ、川内村のことをまずは多くの人に知ってもらいたいと考えたメンバーのみなさんは、その「きっかけづく
り」を始めたそうです。具体的にはInstagram（@kawauchi_4）にて日本語、英語で投稿し、海外からも「いい
ね」をもらっているそうです。今後は、紙媒体での冊子作成、川内村に特産品の東京での紹介などを考えています。 
 より詳しい報告や画像は大学HPに掲載しています。ぜひご覧ください。 

↑名所平伏沼で川内村第4行政区長さんと。   ↑2019年2月9日に行なわれた報告会の様子。 
福島県アクティブシニアセンターアオウゼにて。 
  

SAVE TAKATA活動説明会 

 ４月24日(水)、昼休みに
11号館１階SSICにて一般社
団法人 SAVE TAKATAの説
明会を開催しました。 
 2011年3月11日の東日本
大震災前と後の陸前高田市
の状況説明の後、すでに活動
を行なっている総合グローバル
学部4年松本みのりさんから活
動内容と活動を通して自分が
どのように成長をしたか説明を
しました。子どもと陸前高田の
可能性を広げるベく企画立案
や子供達へのキャリア支援など、
広い発想力を使って活動がで
きると思います。 
 興味のある方はぜひFace 
book, Twitterで「SAVE 
TAKATA」を検索してください。 

川内村 

手話講座 おもてなし語学ボランティア講座 お掃除ボランティア募集！ 

日時：2019年６月6日（木）  
   7：50集合  
   8：30頃終了予定 
場所：学内、四ッ谷駅・真田堀    
   周辺 

ボランティア・ビューローでは 
千代田区一斉清掃への参加者を募集
しています！ 

http://urx2.nu/SgQh 

 ボランチ通信前号でお伝えした課外活動団体僕らの夏休みProjectのメンバーが春休み中に熊本の他に東北で
も復興支援活動を行ないました。 

参加希望の方は 
QRコード、またはURLよりお申込みを
お願いします。 

申込みフォーム 

上智大学ボランティア・ビューロー （2号館 1F 学生センター⑧窓口） 
Tel：03-3238-3525 Mail：volunteer@cl.sophia.ac.jp  
Twitter：@SophiaVolante 

 「外国人おもてなし語学ボラ
ンティア」は、困っている外国
人を見かけた際などに、簡単
な外国語で声をかけ、手助け
をしていただくボランティアです。 
具体的な活動場所や日時の
指定はなく、みなさんの普段
の生活の中で行うおもてなし
の活動です。 
 上智大学では2016年度よ
り東京都と連携して本講座を
開講しており、2019年度第
2回を以下のとおり行ないます。 
 

申込みフォーム 

【公開無料講座】 
日時： 6月4日（火）  
    17：20～19：00 
場所： 2号館402教室 
    ＊直接教室へお越しください 

講師: 五十嵐  郁子  氏 
ゲスト講師： 宇田川  芳江  氏 
 

予約不要 

https://www.sophia.ac.jp/jpn/studentlife/svb/svb_tohoku.html 

福島県 
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